
土岐川 N

とうしん学びの丘“エール”
とうしん美濃陶芸美術館

【電車でのアクセス】
名古屋駅→JR中央本線多治見駅下車（快速35分）→タクシー約10分
または東鉄バス（北口）小名田線「虎渓山」下車（徒歩5分）

【お車でのアクセス】 駐車場：無料（150台）
多治見ICから約10分　「住吉町5」交差点より北へ約1.5km

〒507-0014 多治見市虎渓山町4丁目13番地1

とうしん学びの丘“エール”内

TEL 0572-22-1155　FAX 0572-22-1197

展覧会スケジュール
2023年4月―2024年3月

至春日井 至土岐
至可児

至土岐

至中津川

JR中央本線

中央自動車道多治見IC

東濃信用金庫本店

至春日井
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岐阜県東濃
西部総合庁舎
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19とうしん美濃陶芸美術館は、東濃信用金庫が、地域の人材

育成と美濃陶芸文化の発信を目的に建設した「とうしん

学びの丘“エール”」の一施設として、平成 27年 5月7日に

開館いたしました。

美濃焼はおよそ1300 年もの長い歴史を持ち、16 世紀後半

からの桃山陶では黄瀬戸・瀬戸黒・志野・織部といった技術

を生み出しました。現在も陶磁器出荷額全国一を誇るとともに、

国の重要無形文化財保持者（いわゆる「人間国宝」）を多数

輩出しており、まさに美濃焼は日本を代表するやきものと

いえます。

当美術館は、東濃信用金庫が昭和 61年度から行っている

美濃陶芸作品永年保存事業で購入した作品をはじめ、東濃

信用金庫が所蔵するコレクションなど、現代美濃陶芸の

作品を広く皆さまにご覧いただくことを目的としています。

自生の大王松を囲むように建設された円形の建物は、通路

両側に大小 47の展示ブース、中庭に石灯籠を配しました。

和の趣を味わいながら、ゆっくりと美濃陶芸の名品をご鑑賞

ください。

美
濃
陶
芸
文
化
の

発
信

【開館時間】 10：00－17：00
【休 館 日】 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
 展示替期間：4月3・4日  7月3・4日  9月30日  10月1・2・3・4日

 年末年始：2023年12月25日―2024年1月3日

入館無料

入館無料
林　恭助　「黒織部茶埦」



［企画展］

展覧会スケジュール

装飾のうつわ

2023年4月5日（水）～7月2日（日）
美濃陶芸展
（公社）美濃陶芸協会 60周年記念

2023年10月5日（木）～12月24日（日）

どうぶつ大集合

2023年7月5日（水）～9月29日（金）

E XHIB I T ION SCHEDULE

美濃には、鉄絵、染付、赤絵、上絵、化粧土などさまざまに装飾され
た器があります。それらの技法を駆使して丁寧に制作された加飾
技法の美をお楽しみください。

美濃では、多くの陶芸家が個性豊かな動物を制作しています。
豊かな色や形をした楽しい動物たちを集めました。表情豊かな
動物の世界をご覧ください。

1964年加藤卓男を会長として発足された美濃陶芸協会は、今年
で60周年となります。これを記念して会員の作品約60点に加え、
美濃陶芸を牽引してきた作家の秀作も一同に展示いたします。

［所蔵品展示］

美濃茶碗展

呈 茶 会

荒川豊蔵 「瀬戸黒茶垸」 鈴木　藏 「志埜茶碗」

加藤卓男 「ペルシャ三彩胡姫文茶盌」 加藤孝造 「瀬戸黒茶盌」

開催情報はInstagramで
お知らせしております。

人間国宝　荒川豊蔵・鈴木藏・加藤卓男・加藤孝造など
当館が所蔵する美濃陶芸作家の茶碗の中から28点を展示
しております。

所蔵品の茶碗を用いた呈茶会を年に数回開催しております。
実際に手に取ってゆっくりと抹茶を楽しんでいただくことが
できます。

左―  宮城暁一 「Derrière ses yeux (瞳の奥に)」　　右―  牧野真由子 「金魚」

左―  髙間智子 「積層彩磁－花皿－」　　右―  ふくべ窯 「精炻器」 右― 阪口浩史 「爽風」 
　　 第41回美濃陶芸展　美濃陶芸大賞

左― 曽根洋司 「雨アガルⅢ」 
　　 第40回記念美濃陶芸展　美濃陶芸大賞

＊2023年4月3日(月)・4日(火)、 7月3日(月)・4日(火)､ 9月30日（土）､ 10月1日(日)・2日(月)・3日(火)・4日(水)は､展示入替のため臨時休館です。　［年末年始休館］ 2023年12月25日（月）～2024年1月3日（水）

とうしんコレクションⅤ

―美濃・加飾技法―

―MINOアニマル― ―所蔵品で見る美濃陶芸の世界―
2024年1月4日（木）～4月14日（日）

美濃陶芸作品永年保存事業で選定した作品をはじめ、新たに
加わった所蔵品を中心としたコレクション展を開催いたします。
人間国宝から若手作家まで美濃陶芸の世界をご紹介いたします。
左― 打田　翠 「Ｌandscape」　　右― 横山拓也 「碗と方法」

2023年4月―2024年3月

 

 うつわ



【会　　場】 とうしん美濃陶芸美術館
【開館時間】 10：00－17：00 【休 館 日】 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）

T O N O  S H I N K I N  B A N K

所 蔵 品 で み る
美 濃 陶 芸 の 世 界

TOSHIN COLLECTION Ⅴ

第37回（令和4年度） 美濃陶芸作品永年保存事業 選定作品

左上― 林恭助 『窯変流光彩鉢』　右― 伊村彰介 『黒織部茶盌』
左下― 松永圭太 『蛻』

〒507-0014 多治見市虎渓山町4丁目13番地1
とうしん学びの丘“エール”内
TEL 0572-22-1155　FAX 0572-22-1197

入館無料4
2024

1. 144.木 日



土岐川 N

とうしん学びの丘“エール”
とうしん美濃陶芸美術館

NEXT 2024 
Toshin Mino Ceramic Art Museum
2024年4月18日（木）－6月30日（日）

新しい感覚で陶芸に取り組む若手作家をご紹介いたします。

個性豊かな表現を追求する作家たちの世界をぜひご覧ください。

人間国宝　荒川豊蔵・鈴木藏・加藤卓男・

加藤孝造など当館が所蔵する美濃陶芸作家

の茶碗の中から28点を展示しております。

美濃陶芸作品永年保存事業で選定した作品を

はじめ、新たに加わった所蔵品を中心としたコレ

クション展を開催いたします。人間国宝から若手

作家まで美濃陶芸の世界をご紹介いたします。

次回企画展情報

林志保 『Untitled』 酒井智也 『ReCollection series』

【電車でのアクセス】

名古屋駅→JR中央本線多治見駅下車（快速35分）
→タクシー約10分または東鉄バス（北口）小名田線
「虎渓山」下車（徒歩5分）

【お車でのアクセス】 駐車場：無料（150台）

多治見ICから約10分
「住吉町5」交差点より北へ約1.5km

〒507-0014
多治見市虎渓山町4丁目13番地1
とうしん学びの丘“エール”内
TEL 0572-22-1155  FAX 0572-22-1197

＊ 2023年12月25日（月）－ 2024年1月3日（水） 年末年始休館

＊ 2024年4月15日（月）・16日（火）・17日（水） 展示入替のため臨時休館

松永圭太 『蛻』 林恭助 『窯変流光彩鉢』
伊村彰介 
『黒織部茶盌』・『伊賀耳付水指』・『伊賀肩衝茶入』・『織部黒茶盌』

阪口浩史『紅紫の器「実り」』
（美濃陶芸協会 創立60周年記念 美濃陶芸展 美濃陶芸大賞） 黒岩達大 『緑釉茶垸』 （第25回美濃茶盌展 美濃茶盌大賞）

加藤孝造 『黄瀬戸扁壷』 堀俊郎 『志野茶盌』塚本快示 『白瓷唐草文大皿』

美濃茶碗展

同時開催

― 所 蔵 品 で み る 美 濃 陶 芸 の 世 界 ―

至春日井 至土岐
至可児

至土岐

至中津川

JR中央本線

中央自動車道多治見IC

東濃信用金庫本店

至春日井

バロー文化ホール
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修道院
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Instagram

とうしん美濃陶芸美術館

インスタグラムをご覧いただけます。

加藤卓男 「ペルシャ三彩胡姫文茶盌」 加藤孝造 「瀬戸黒茶盌」

420241. 144.木 日



Photo：左上より　故金あかり「壺」　酒井智也「Connection series #24, Oct, 2023」　長田沙央梨「あさやけの ほとり」
 東金聖「Love Me More」　林志保「Untitled」　宮下将太「fractal」

【開館時間】 10：00－17：00　【休館日】 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）

入館無料182024 THU SUN4. 306.
〒507-0014 多治見市虎渓山町4丁目13番地1 とうしん学びの丘“エール”内
TEL 0572-22-1155　FAX 0572-22-1197

KARUGANE
Akari

SAKAI
Tomoya

NAGATA 
Saori
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HAYASHI 
Shiho

MIYASHITA 
Shota



土岐川 N

とうしん学びの丘“エール”
とうしん美濃陶芸美術館

美濃を中心に活躍する若手作家をご紹介いたします

新しい感覚で陶芸の表現を追求し発信する6人です

個性豊かに広がる作品の世界をご覧ください

「mado」

1995年　岐阜県岐阜市生まれ

2019年　武蔵野美術大学工芸工業デザイン学科陶磁専攻卒業

2020年　「pianissimo」うつわノート企画展（四時／中国・北京）

2022年　多治見市陶磁器意匠研究所ラボコース卒業

2022年　個展（wad +／大阪）

2023年　個展（jiemocraft ／上海）

現 在 多治見市にて制作

故
金
あ
か
り

「かげとひかりの むすうのきらめき」

1988年　愛知県岡崎市生まれ 

2014年　愛知県立芸術大学 美術学部美術科彫刻専攻 卒業

2016年　東京藝術大学 大学院美術研究科彫刻専攻修士課程 修了 

2022年　奈良美智コレクション（N’s YARD／栃木）

2022年　個展「ひかりのこうずい かみさまのしっぽ」（OIL by 美術手帳／東京） 

2023年　個展「かげとひかりの むすうのきらめき」（gallery Valeur／愛知） 

現 在 多治見市にて制作

長
田
沙
央
梨

「Untitled」

1984年　兵庫県神戸市生まれ

2008年　京都市立芸術大学工芸科漆工専攻 卒業

2014年　多治見市陶磁器意匠研究所 修了

現 在 多治見市にて制作

林
志
保

「Heritage series FAM 2023 Chupa Chups」

1989年　愛知県西尾市生まれ

2015年　名古屋芸術大学陶芸コース卒業

2019年　多治見市陶磁器意匠研究所卒業

2021年　「第12回国際陶磁器展美濃」銀賞

2023年　「第17回パラミタ陶芸大賞展」 選出 

2023年　「第62回ファエンツァ国際陶芸展」入選 

現 在 瀬戸市にて制作

酒
井
智
也

「奇妙な２つのタンブラー」

1989年　東京都生まれ

2011年　ACADEMY OF ART UNIVERSITY 卒業

 アメリカでは大型陶彫のアーティストとして活動

2014年　帰国後、美濃焼の地・岐阜県に移住

現 在 土岐市と多治見市にて制作

東
金
聖

「HINOMIYA」

1992年　神奈川県横須賀市生まれ

1996年　千葉県木更津市に移住

2010年　東京・表参道にて美容師に従事

2013年　東京・表参道にてレストランに従事

2017年　陶芸に出逢い 岐阜県土岐市に移住

2019年　独立 岐阜県土岐市に工房を構える

現 在 土岐市にて制作

宮
下
将
太

KARUGANE
Akari

NAGATA 
Saori

HAYASHI 
Shiho

SAKAI
Tomoya

TOGANE 
Hijiri

MIYASHITA 
Shota

アートとともに
2024年7月4日（木）－9月29日（日）
障がい者施設や特別支援学校で制作された陶芸や

絵画などの作品を展示いたします

次回企画展情報

協力：tascぎふ（岐阜県障がい者芸術支援センター）

第一陶技学園
／多治見市

【電車でのアクセス】

名古屋駅→JR中央本線多治見駅下車（快速35分）
→タクシー約10分または東鉄バス（北口）小名田線
「虎渓山」下車（徒歩5分）

【お車でのアクセス】 駐車場：無料（150台）

多治見ICから約10分
「住吉町5」交差点より北へ約1.5km

〒507-0014
多治見市虎渓山町4丁目13番地1
とうしん学びの丘“エール”内
TEL 0572-22-1155  FAX 0572-22-1197

＊ 2024年4月15日（月）・16日（火）・17日（水）／7月1日（月）・2日（火）・3日（水） 展示入替のため臨時休館

至春日井 至土岐
至可児

至土岐

至中津川

JR中央本線

中央自動車道多治見IC

東濃信用金庫本店

至春日井

バロー文化ホール
DCM21

修道院
永保寺

岐阜県東濃
西部総合庁舎

陶都中学校

多治見
駅

至名古屋

住吉町音羽町

住吉町5

虎渓山町2

十九田

弁天町
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Instagram

とうしん美濃陶芸美術館

インスタグラムをご覧いただけます

美濃茶碗展

同時開催

鈴木  藏  「志野茶碗」荒川豊蔵  「瀬戸黒茶垸」

人間国宝　荒川豊蔵・鈴木藏・

加藤卓男・加藤孝造など当館が

所蔵する美濃陶芸作家の茶碗の

中から28点を展示しております


